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a 人を増やす 

a-1 安心して子どもを産み、育てられる環境づくりの推進 

a-2 未来を創り、未来を担う子どもたちを育成する学びの推進 

a-3 地域を豊かにするための企業誘致と産業振興の推進 

a-4 移住・定住の促進と良好な住環境づくり 
 

b 人を誘導する 

b-1 町内外への豊かで魅力のある情報発信の推進 
 

c 人を惹きつける 

c-1 緑豊かな自然を守り、育て、繋ぐ取組の推進 

c-2 持続的で安定した農業経営に向けた取組の推進  

c-3 豊かな歴史資源や特産品を活かした観光振興の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

施策分類 1 

住みたい・住み続けたいまちになるための施策 
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第 6 次総合計画
の位置づけ 

施策分類 施策名 

1 
住みたい・住み続けたいまちに 
なるための施策 

a-1 安心して子どもを産み、育てられる環境づくりの
推進 子育て支援 

 

施策の展開方向 ①時代のニーズに合わせた子育て支援 

 

想定される取組 

その他の取組 

◆子どもに係る福祉医療の充実 
◆オンラインによる母子健康相談の検討 
◆デジタル母子手帳の導入に向けた検討 

担当課名 

健康保険課 

取組状況 

子ども（0 歳から高校生世代まで）の保険適用医療費に係る自己負担額の無償化により、子育
て世代に経済的支援を行っている。 
乳幼児の健全な成長発達を促すため、対面方式の母子健康相談を継続している。 
伴走型相談支援と出産子育て応援交付金の一体的な実施により妊娠、出産に伴い各 50,000
円の給付や令和 5 年度から新生児聴覚検査の一部助成を開始し、出産、子育て期の経済的
支援を行った。 
不妊治療については保険適用となったが、一般不妊、不育の治療費助成を継続して実施した。 

課題（問題点） マイナポータルを活用した母子保健情報の便利な使い方等の周知が不足している。 

施策の評価 概ね順調 
（左記評価の理由） 
デジタル母子手帳の導入には至っていないが、出産、子育て期の経済的支援を充
実したため。 

今後の方向性 拡充 

（具体的な内容） 

令和 6 年 8 月診療分から福祉医療費助成の現物給付(窓口負担無し)の対象を未就学児から高
校生世代までに拡大するため、関係機関との調整や広報・ホームページ等による制度周知等の準備
を行っていく。母子保健情報のデジタル化について、マイナーポータルを活用した母子保健情報の利
活用の周知を図るとともに、デジタル母子手帳の導入についても国の動向を注視しながら検討する。 

 

想定される取組 

その他の取組 

◆子ども・子育て支援事業の充実  ◆保育事業の拡充 
◇子育て支援情報の発信強化    ◆多子世帯保育料の軽減 
◇学童保育の質の向上と安全安心な保育の実施 

担当課名 

こども支援課 

取組状況 

子ども・子育て支援事業計画に基づき、認定こども園における一時預かり事業や延長保育等の保
育サービスを提供している。また、待機児童対策として、新設幼保連携型認定こども園の開設を進
めた。また、令和８年度開園を目指し、平群北幼稚園のこども園化に向けた支援を行った。（令
和６年４月 レイモンドこども園が開園） 
多子世帯の保育料の国の基準を拡充した軽減措置を継続している。 
学童保育については、全学年を対象とした 19 時 30 分までの保育時間や多子減免もある安価な
保育料等、近隣市町と比較しても高いサービス水準で運営を行っている。 

課題（問題点） 

国の子育て支援策の充実による新規事業の実施検討及び住民ニーズの多様化による事業の検
討を行う必要がある。 
学童保育については、増加する入所児童数に対応した指導員数の確保及び更なる質の向上等、
アウトソーシングを含めた安定した学童保育の運営について検討する必要がある。（令和６年１
２月 学童保育民間委託契約） 

施策の評価 概ね順調 

（左記評価の理由） 
子ども・子育て支援事業については、地域の実情に応じ実施しており、民間の幼保
連携型認定こども園開設準備にも取り組み、待機児童も解消する見込みである。
学童保育については、入所希望者を受入れしており、保育ニーズに対応している。 

今後の方向性 継続 

（具体的な内容） 
現状のサービスを継続するとともに、住民ニーズを把握し育児支援につなげる。学童
保育においても、現状の運営を継続するとともに、アウトソーシングを含め安定した学
童保育の運営を目指す。 
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施策の展開方向 ②地域が支える安心の子育て環境づくり 

 

想定される取組 

その他の取組 

◇ファミリークラスの開催 
◇乳幼児相談の実施 
◇子育てサークルの運営支援 
◇子育て世代包括支援センターの体制強化・機能充実 

担当課名 

健康保険課 

取組状況 

ファミリークラスについては、妊娠中の生活等の不安を軽減することや仲間づくりを目的にファミリークラ
スを開催し、沐浴や食事指導を行った。 
子育てサークルのハムスターズファミリーについては、保育士主導で開催し、多くの母子参加があっ
た。また、ばぶばぶ子育てサークル（1 歳未満）では、保健師、助産師、管理栄養士、保育士等
専門職が個々の不安や相談に携わった。 
令和 6 年 4 月より「子ども家庭総合支援拠点」と「子育て世代包括支援センター」を統合して設
置する「こども家庭センター」の開設準備を進めた。 

課題（問題点） 
サークル等に参加しにくい家庭等、つながりの希薄な家庭への支援方法について検討する必要があ
る。 

施策の評価 概ね順調 
（左記評価の理由） 
サークルについては継続的な参加があり、満足度も高いと思われ、こどもの発達支援
や親同士の交流の場として提供できているため。 

今後の方向性 継続 
（具体的な内容） 
子育て支援センターやこども園と連携して、切れ目のない支援に心がけ、子育て世
帯の孤立を防ぐように取り組む。 

 

想定される取組 

その他の取組 

◇子育てサークルの運営支援  
◇地域子育てネットワーク等有償託児の実施 
◇子ども食堂等の居場所づくり 

担当課名 

こども支援課 

取組状況 
同年齢や課題別で組織したサークル活動を支援して親の自主的活動を促している。 
保護者が自分の時間を作れるよう、未就園児有償託児を子育て支援センターで実施している。 
子ども食堂の開設について社会福祉協議会と連携し、準備支援に努めている。 

課題（問題点） 
良好な子育て環境をつくるため、ファミリーサポートセンター設置や様々な住民ニーズへの対応、地
域コミュニティの活性化等の課題への対応について検討する必要がある。 

施策の評価 概ね順調 
（左記評価の理由） 
保護者の安心や寛ぎのための未就園児有償託児や年齢別講座、子育てへの父
親参加を促すパパ講座、各種行事・イベント等の企画実施に努めたため。 

今後の方向性 継続 
（具体的な内容） 
事業を継続する中で、ファミリーサポートセンター設置等、様々な住民ニーズに対応
する方策について検討する。 
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想定される取組 

その他の取組 
◇通学路の安全確保 

担当課 

教育委員会 

取組状況 
通学路安全確保を目的とした会議を年１回開催し、危険個所を町ホームページに公開する等の
取組みを行っている。 

課題（問題点） 
児童の安全確保を呼びかける看板や通学路の防犯カメラ設置等で安全確保に努めているが、課
題解決には至っていないケースがある。 

施策の評価 概ね順調 
（左記評価の理由） 
問題が発覚した箇所については歩道設置や路面標示等の新設を行い、通学路の
危険箇所は減ってきているため。 

今後の方向性 継続 
（具体的な内容） 
事業を継続しつつ、子ども食堂等の必要な人に情報が届くよう啓発活動に努める。 
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施策の展開方向 ③子どもと親の健全な環境を守る取組の強化 

 

想定される取組 

その他の取組 

◇要保護児童対策地域協議会の強化   
◇平群町社会福祉協議会との連携強化 
◇子ども家庭総合支援拠点の機能充実 

担当課名 

健康保険課 

取組状況 

児童虐待対策については、要保護児童対策地域協議会の進行管理会議を年 6 回開催し、情
報共有・支援方針を協議しており、支援が必要な家庭については社会福祉協議会と情報を共有
し、支援対象児童等見守り強化事業等の必要なサービスの提供を行っている。 
また、ヤングケアラーについては、相談窓口を設置し、啓発活動を行った。 
子ども家庭総合支援拠点については、令和 6 年 4 月よりこども家庭センターとして開設する準備を
進めた。 

課題（問題点） 
年々困難ケースや通告が増加しており、緊急対応も増えている。県こども家庭相談センターとも情
報共有して支援しているが、保護者への連絡が取りづらいケースも発生している。 

施策の評価 概ね順調 
（左記評価の理由） 
対応ケースは増加しているが、関係機関と連携をとって対応しているため。 

今後の方向性 継続 
（具体的な内容） 
県こども家庭相談センターとより密に連携し、こども園や小・中学校等関係機関とも
密に連絡を取ることで、児童の見守りや家庭支援の強化に努める。 

 

想定される取組 

その他の取組 

◇支援対象見守り強化事業 
◇ひとり親家庭に対する支援 

担当課 

こども支援課 

取組状況 

社会福祉協議会の社会福祉士等が家庭を訪問し、困難を抱える児童・保護者等の見守り及び
食料支援（COCORO 便）や相談支援を実施している。 
ひとり親家庭に対する支援については、奈良県と連携して生活支援等の相談及び制度周知を実
施している。 

課題（問題点） 
生活困窮のみならず保護者に精神疾患があり育児不安を抱えている等、複合的な課題を持って
いる世帯に対する、問題の多様化により、ケース対応にかなりの時間を要する。 

施策の評価 概ね順調 

（左記評価の理由） 
支援対象見守り強化事業を開始して 3 年目となり、徐々に事業も周知されてい
る。また、関係機関との連携強化により様々なケース対応を行っている。さらに、孤
立化する世帯へのアプローチの手段として有効であるアウトリーチ型支援にも取り組
んでいる。 

今後の方向性 継続 
（具体的な内容） 
関係機関との連携強化により、ケースワークを継続する。 
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想定される取組 

その他の取組 

◇児童虐待やヤングケアラー等、子どもを取りまく環境問題についての早
期発見・早期対応 

担当課 

教育委員会 

取組状況 
県配置のスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー、要保護児童対策地域協議会と連携
して、子どもが抱える問題のケアに取り組んでいる。 

課題（問題点） 
児童の置かれた環境の違い等、様々な個別の課題についての実態把握が難しい。 
見えにくい実態に対する効果的な解決策や援助方法を検討する必要がある。 

施策の評価 概ね順調 
（左記評価の理由） 
課題に対して、学校からのアプローチを含め、実態に応じた対応を進めている。 

今後の方向性 継続 
（具体的な内容） 
今後もひとつひとつの事象に丁寧に向き合い、対応策を検討する。 
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第6次総合計画の
位置づけ 

施策分類 施策名 

1 
住みたい・住み続けたいまちに 
なるための施策 

a-2 未来を創り、未来を担う子どもたちを育成する
学びの推進 学校教育 

 

施策の展開方向 ①「笑顔で子育て、笑顔でつながる」環境づくりの推進（就学前教育・保育） 

 

想定される取組 

その他の取組 

◇子育て関係機関との連携強化 ◇保育教諭の研修参加への支援 
◇こども園と小中学校の連携した取組の推進 
◇国際感覚に触れる保育教育の推進  
◆こども園における事務の ICT 化の推進 

担当課 

こども支援課 

取組状況 

子育て支援センター等で、子育てに関する様々な情報交換や悩み相談に取り組んでいる。 
個々の児童の特性に応じた対応方法等を小学校への入学にあたり、各学校や学童保育所と連
携することで、環境が変わってものびのびと過ごせる環境づくりに取り組んでいる。 
３歳～５歳児がＡＬＴによる英語遊びを通して英語への関心を高め、楽しく触れ合える機会づく
りに取り組んでいる。 
こども園における事務の ICT 化を進め、保護者の利便性、保育教諭の事務の軽減化に取り組ん
だ。 

課題（問題点） 
英語を取り入れた保育の充実や保育教諭の ICT システムを活用するための技術を向上させる必
要がある。 

施策の評価 概ね順調 

（左記評価の理由） 
子育て関係機関で子育てに関する情報交換やこどもの成長に合わせた悩み等の相
談支援に取り組めている。 
園児が英語に興味を持ち、遊びを通して英語に触れあえている。 

今後の方向性 継続 
（具体的な内容） 
子育て情報交換や悩み相談等の家庭を支援する取組や、こども園から小学校への
継続教育としてＡＬＴによる英語遊びの取組を続ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 



8 

 

 
 
 
 
 
 
 

施策の展開方向 ②子どもたちの学び・こころ・からだづくりの推進（学校教育） 

 

想定される取組 

その他の取組 

◆ICT を活用した教育の更なる推進 ◆不登校児童生徒支援の充実 
◆GIGA スクール・教育 DX の推進 ◇人権教育の推進  
◇子ども読書活動の推進 ◆地元企業等と連携した体験学習 
◇特別支援学級や通級指導教室の充実◇ALT による外国語教育  

担当課 

教育委員会 

取組状況 

子どもの知・徳・体の健やかな成長と、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の
推進に向け、教育委員会と各校が連携している。平群小と平群中で「学力向上」、平群北小で
「英語教育」、平群南小で「理科教育」を中心に取組を進めている。 
子ども読書活動の推進については、８月に「なつやすみとしょかんひろば」を３年ぶりに開催した。 
また、SDGs 学習の一環として「へぐりこどもサミット」を開催し、各校で作成した SDGs 版カルタの発
表や作成したカルタを使用した学習を行った。 

課題（問題点） 

各校や子育て支援センターと連携し、更に不登校児童生徒に対しての支援と居場所づくりに取り
組む必要がある。また、特別支援学級の体制改善と通級指導教室に通う児童生徒の増加への対
応を検討する必要がある。 
子ども読書活動推進計画については、関係機関との連携により、更新していきたい。 

施策の評価 概ね順調 
（左記評価の理由） 
町内各校への図書館司書・ALT・介助員等の配置を行う等、こどもの状況に合わ
せた対応ができているため。 

今後の方向性 継続 
（具体的な内容） 
今後も引き続き子どもの状況に合わせた学習を推進していくとともに、各小学校同
士及び小中学校との連携・交流と SDGs の具体的な取組を行う。 
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施策の展開方向 ③豊かな学びを支える環境づくりの推進 

 

想定される取組 

その他の取組 

◇学校施設の長寿命化 ◇教員の研修参加への支援 
◆学校・地域パートナーシップ事業の推進 

担当課 

教育委員会 

取組状況 

学校施設の長寿命化について、平群町学校施設等長寿命化計画に基づき、平群中学校長寿
命化改修に係る設計業務に着手した。 
また、平群中学校及び平群北小学校のトイレ改修と平群南小学校の複合遊具設置等の環境整
備を実施した。 
学校・地域パートナーシップ事業の推進として地域の方にボランティア登録をしていただき、校内環
境美化、図書整備、家庭科実習等の授業補助を手伝っていただいている。 

課題（問題点） 
学校施設の長寿命化は技術的及び法的な課題に対する適切な対応が必要である。 
学校・地域パートナーシップ事業の推進については、ボランティアの高齢化やなり手不足が課題であ
る。 

施策の評価 概ね順調 

（左記評価の理由） 
学校施設の長寿命化については、中学校長寿命化改修の実施設計に着手してい
る。また、学校・地域パートナーシップについては、ボランティアのご協力により、学校の
美化活動や授業補助等の活動を積極的に行っていただいているため。 

今後の方向性 継続 

（具体的な内容） 
学校施設の長寿命化は計画通り工事着手を目指す。 
学校・地域パートナーシップ事業の推進については担い手を募集しながら継続してい
く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 



10 

 

第 6 次総合計画
の位置づけ 

施策分類 施策名 

1 
住みたい・住み続けたいまちに 
なるための施策 

a-3 地域を豊かにするための企業誘致と産業振興
の推進 商工業 

 

施策の展開方向 ①遊休地におけるにぎわい創出の推進と既存産業の活性化への推進 

 

想定される取組 

その他の取組 

◇土地利用計画・規制制度の周知 
◇地区計画の適正な活用 
◆「工場等立地促進条例」による優遇措置の活用 

担当課 

都市建設課 

取組状況 
国道 168 号バイパス沿道においては、都市計画マスタープランや地区計画に基づき商業施設の立
地誘導をするために、関係機関との総合調整を行った。 

課題（問題点） 
事業者側での土地の造成・用地交渉が必要なことや具体的な開発計画が出た時点で、都市計
画法（地区計画）の制定に対する一定の期間を要するため、国道 168 号バイパスの上庄地区
東側の工業拠点への企業誘致が進んでいない。 

施策の評価 遅延 
（左記評価の理由） 
企業誘致について県とも情報共有を図っているが、条件が合わず希望する企業が
なかったため。 

今後の方向性 継続 
（具体的な内容） 
引き続き県と連携協力し、企業誘致の推進を図る。 

 

想定される取組 

その他の取組 

◇小口融資制度の利用促進 
◆中小企業等の DX の伴走型支援 
◆産学官の連携による地域産業振興 

担当課 

観光産業課 

取組状況 

町内金融機関と連携したチラシ配布等で小口融資制度の情報発信を行い、中小企業の活性化
を図っている。 
令和 7 年度の日本酒「平群」のリニューアル（予定）に向けて、役場・近畿大学・奈良春日山酒
造(株)でアンケートを実施し、どのようなリニューアルをすべきか調査した。 

課題（問題点） 
毎年商品開発を実施しており商品の数が多数となっているため売り上げが少ないもの等の整理が
必要である。 

施策の評価 概ね順調 
（左記評価の理由） 
毎年、近畿大学との産学官連携による商品開発に取り組めているため。 

今後の方向性 継続 

（具体的な内容） 
今後も産学官連携による商品開発に取り組み、併せて町内給食提供等について
もを継続して実施し、地域振興を図る。 
引き続き小口融資制度の情報提供に努め、商工会と連携して中小企業等の支
援に取り組んでいく。 
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施策の展開方向 ②新たな産業の創造や多様な働き方への支援 

 

想定される取組 

その他の取組 

◆多様化するライフスタイルに対応した働き方に関する情報発信や相談会等の実施 
◇商工会の連携による起業支援セミナー等の情報発信 
◇地域資源を活用した商品開発への支援 
◆サテライトオフィス等整備支援策等の検討 

担当課 

観光産業課 

取組状況 
商工会や国が設置した経営相談所である奈良県よろづ支援拠点と連携し、創業支援セミナー等
の情報を発信している。 

課題（問題点） 

特定創業支援等事業を受けたことの証明に係る申請件数は令和４年度より増加しているが、起
業を目指す方に漏れなく情報が行き届くようさらなる発信を行う必要がある。 
サテライトオフィス等の多様化するライフスタイルに対応した働き方の整備支援策についてはニーズ調
査から検討を始める必要がある。 

施策の評価 やや遅延 

（左記評価の理由） 
令和 5 年度は創業者支援制度を活用した創業者数が 2 件と順調であるが、多
様化する働き方を実現するための支援策の検討について、具体的な取り組みはで
きていないため。 

今後の方向性 継続 
（具体的な内容） 
商工会や奈良県よろづ支援拠点と連携し、さらなる情報発信を行うとともに、多様
化する働き方に対する整備支援策について検討を行う。 
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第6次総合計画の
位置づけ 

施策分類 施策名 

1  
住みたい・住み続けたいまちに 
なるための施策 

a-4 
移住・定住の促進と良好な住環境づくり 

住環境 
 

施策の展開方向 ①若い世代の人口増加に向けた移住・定住の促進 

 

想定される取組 

その他の取組 

◆移住・定住を促進する新たな施策の検討及び実施 
◆移住促進のための PR 活動 

担当課 

まち未来推進課 

取組状況 

東京圏からの移住者に対する「平群町移住支援金」の実施や結婚のスタートアップに係る費用の
一部を助成する「平群町結婚新生活支援金」を実施し、移住。定住促進を図った。 
また、PR 動画の制作・配信、公共施設や小売店、鉄道会社へのポスターの掲出等のシティプロモ
ーションを実施した。 

課題（問題点） 

結婚新生活支援金について問い合わせはあったが、所得制限 500 万円以下等の対象条件に合
わず、申請に至っていないケースが見受けられた。 
シティプロモーションについては、町の良いイメージが定着するように継続して実施していくことが必要
である。 

施策の評価 概ね順調 

（左記評価の理由） 
「平群町移住支援金」は予定の定員に達したが、「平群町結婚新生活支援金」は
令和 5 年度における申請がなかった。 
町の魅力の PR については、様々なメディアを通じて、発信できた。 

今後の方向性 拡充 

（具体的な内容） 
国や県の補助金等を活用しながら、シティプロモーションを引き続き実施していく。ま
た、「平群町結婚新生活支援金」については、リフォームを対象経費に加える等制
度の拡充を行う。 
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施策の展開方向 ②住環境の向上と併せた空き家の活用と流通の促進 

 

想定される取組 

その他の取組 

◇補助金を活用し、既存木造住宅の耐震化の促進を進める 
◇空き家バンクの利用促進 
◇不動産業者との連携 

担当課 

都市建設課 

取組状況 

既存木造住宅の耐震化促進のため、補助金を活用した耐震診断補助を行った。 
空き家物件の登録から利用希望者のマッチング調整等の成約に至るまでの仲介相談等空き家バ
ンクの運営に積極的に取り組んだ。 
空き家の適正な管理を促進するため、個別に行政指導による通知と固定資産税納税通知に啓
発チラシを同封し周知を図った。 

課題（問題点） 
購入希望者の利用登録は増えているが、空き家バンクの登録物件がまだまだ少ない状況である。 
空き家の管理を適正に行わない管理者への対応は、訪問指導も行っているが手詰まりになってい
る。 

施策の評価 概ね順調 

（左記評価の理由） 
空き家の不適正管理件数は増加しているが、空き家バンクの運営に積極的に取り
組んだことにより、前年度に比べ成約件数が増加したため。 
（R4:２件⇒R5:７件） 

今後の方向性 継続 
（具体的な内容） 
引き続き空き家バンクの登録物件の増加を図り、空き家の利活用を促進する。 
空き家の適正管理への行政指導の強化促進を図る。 

 

想定される取組 

その他の取組 

◇不動産業者との連携 
◆空き家対策と利活用の検討及び実施 

担当課 

まち未来推進課 

取組状況 

空き家と思われる住宅の所有者に対し、現在の管理状況や今後の利活用の意向を確認するため
のアンケート調査を実施した。 
また、不動産業者への聞き取りを基に配布しやすいサイズの子育て世帯向けリーフレットを制作し、
町内外の不動産業者に配布した。 

課題（問題点） 
アンケート調査の結果から浮かびあがってきたニーズ（遺品整理や建物の解体補助など）に対する施
策の検討と財源の確保が必要である。 

施策の評価 概ね順調 
（左記評価の理由） 
アンケート調査を実施し、今後の利活用の意向等の把握と共に行政に求める支援
策についても把握できた。 

今後の方向性 継続 

（具体的な内容） 
アンケート調査の結果をもとに、都市建設課と連携しながら空き家対策や利活用に
ついて検討する。 
リーフレットの配布等で不動産業者との更なる連携を図る。 
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施策の展開方向 ③田園的で良好な住まいづくりの推進 

 

想定される取組 

その他の取組 
◇「平群町開発指導要綱」に基づいた適切な土地利用の推進 

担当課 

都市建設課 

取組状況 
無秩序な市街化を防止し、円滑な開発事業が実施できるように、「平群町開発指導要綱」に基
づいて、周辺環境に配慮した土地利用が図れるよう指導を行った。 

課題（問題点） 
開発指導要綱の適用範囲外（開発許可不要）の小規模な住宅造成が、増加しつつあり町の
指導が及びにくい状況である。 

施策の評価 概ね順調 
（左記評価の理由） 
「平群町開発指導要綱」に基づき、適切な指導を行っているため。 

今後の方向性 継続 
（具体的な内容） 
引き続き適切な土地利用が図れるよう随時指導を行うとともに、現場状況に注視
し、必要であれば事業者と協議を行う。 

 

想定される取組 

その他の取組 

◆テレワーク等の住環境・ライフスタイルに対する支援 
◇貸し農園の周知及び促進 

担当課 

観光産業課 

取組状況 
広報紙(4 月号)にて貸し農園の周知及び募集を行った。（令和 5 年度末時点で、95 区画中
91 区画の貸し出しを行っている。） 

課題（問題点） 
地区によっては若干空き区画があるため、貸し農園の周知についてさらに広める必要がある。 
テレワーク等の支援についてはニーズ調査を行い、具体的な方策や計画検討を行う必要がある。 

施策の評価 概ね順調 
（左記評価の理由） 
貸し農園の周知により一定の利用者が確保されているため。 

今後の方向性 継続 
（具体的な内容） 
土地所有者や利用者の意向を確認しながら、引き続き事業の実施および周知に
努める。 
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施策の展開方向 ④公営住宅の長寿命化と管理 

 

想定される取組 

その他の取組 
◇町営住宅の適正な維持管理 

担当課 

都市建設課 

取組状況 
公営住宅の良好な住環境維持のため、除草・清掃、施設の改善・改修を適宜実施し、２回の入
居者募集を行った。 
また、老朽木造住宅の解消に向けた特定入居による移転促進を行った。 

課題（問題点） 
計画的な空き家の改修と「平群町公営住宅等長寿命化計画」に基づく維持補修を行い、また老
朽木造住宅らの移転勧奨を進める必要がある。 

施策の評価 やや遅延 
（左記評価の理由） 
日常の管理は行っているが、計画的な改修、修繕が実施できていないため。 

今後の方向性 継続 
（具体的な内容） 
町営住宅の適正な管理に努め、老朽木造住宅からの移転勧奨と移転後の早期の
除却を進める。  
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第6次総合計画の
位置づけ 

施策分類 施策名 

1  
住みたい・住み続けたいまちに 
なるための施策 

b-1 
町内外への豊かで魅力のある情報発信の推進 

情報発信 
 

施策の展開方向 ①情報交換・交流の場づくりの推進 

 

想定される取組 

その他の取組 

◇適切な情報媒体を活用した情報発信の推進・強化 
◇住民説明会の開催 

担当課 

まち未来推進課 

取組状況 
通常の紙の広報紙に加え、広報紙のホームページ上でのデジタル化や、フェイスブック、LINE、X、
観光 Instagram 等の SNS を活用し、様々な世代に効果的な情報発信に努めている。 
住民説明会は個別の事案に応じて開催することとし、町政報告については冊子を全戸配布した。 

課題（問題点） 発信する内容により情報媒体を使い分け、より効果的な情報発信をする必要がある。 

施策の評価 概ね順調 
（左記評価の理由） 
テーマ別学習会を更に推進する必要はあるが、広報紙だけでなく、即時性の高いＳ
ＮＳ等を活用しながら、町内外に情報発信を行えているため。 

今後の方向性 継続 
（具体的な内容） 
広報紙や SNS 等様々な媒体を使い、適時適切な情報発信に努める。 
住民説明会に代わる住民との情報交換の場として、テーマ別学習会を推進する。 
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施策の展開方向 ②正確な行政情報の発信・提供 

 

想定される取組 

その他の取組 

◇ホームページの充実 
◇AI を活用した情報発信等の検討 

担当課 

まち未来推進課 

取組状況 
住民と行政をつなぐ情報提供・情報交換の重要なツールとして、ホームページを随時更新し、各課
で発信も可能とし、即時対応も可能にする等の充実を行っている。 

課題（問題点） 
AI チャットボット等の導入等住民の利便性が向上する施策について、費用対効果を見ながら検討
する必要がある。 

施策の評価 概ね順調 
（左記評価の理由） 
昨年度に比べホームページのアクセス数は減少したものの、SNS での発信や見やす
いホームページを意識しながら運用を行えているため。 

今後の方向性 継続 
（具体的な内容） 
住民にとってより見やすいホームページを意識し、必要に応じて部分改修やＡＩチャ
ットボットの導入等の検討を進める。 

 

想定される取組 

その他の取組 
◇町政情報のわかりやすい公開・提供・環境整備 

担当課 

総務防災課 

取組状況 
情報公開コーナーにおいて、例規集や予算書、議会会議録等を常時公開しているほか、広報誌
やホームページ、ＳＮＳを活用した町政情報の提供も実施している。 

課題（問題点） 
情報公開コーナーが狭隘のため、資料が限定されており、紙ベースの情報発信から公開資料のデ
ータベース化への移行が必要である。 

施策の評価 やや遅延 
（左記評価の理由） 
情報公開コーナーに置かれている資料のデータベース化が進んでいないため。 

今後の方向性 継続 
（具体的な内容） 
情報公開コーナーでの公開資料のデータベース化について各課に周知し、意識づけ
をしていく。 
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施策の展開方向 ③町の知名度向上と住民のシビックプライド醸成に繋がるシティプロモーションの推進 

 

想定される取組 

その他の取組 

◆イベントや SNS 等を活用した町内外への魅力の発信 
◇住民の町に対する愛着を育む情報発信 
◆オンライン関係人口の創出・拡大 

担当課 

まち未来推進課 

取組状況 

フェイスブック、Ⅹ、LINE により、即時性を意識しながら「お知らせ」や「イベント情報」等を発信し、
デジタル媒体を通じて関係人口の創出・拡大に努めている。 
道の駅や総合文化センター、イオンビッグ等にシティプロモーションコーナーを設置し、町内外の人に
町の施策や魅力を発信している。 
また、地域情報誌への子育て関連記事の掲載や小売店及び町内施設におけるシティプロモーショ
ンコーナーのポスター掲出、制作した PR 動画の YouTube 配信、Instagram を活用したフォトコ
ンテスト等あらゆる媒体での情報発信に努めた。 

課題（問題点） 
フェイスブックやⅩの登録者数が伸び悩んでいる。 
シティプロモーションを継続していくための財源の確保とより効果的な手法の検討が必要である。 
特に転出超過が続いている 20 代の若者が魅力を感じるような情報を発信する必要がある。 

施策の評価 概ね順調 

（左記評価の理由） 
SNS を活用して、イベントの紹介だけではなく、給食の献立や新たな子育て支援策
平群町に愛着をもっていただけるような情報発信に努めた。 
また、公共施設だけでなく、民間事業者（イオンビッグ）との連携や町内の子育て
世帯にも協力をいただき、様々な媒体を通じて情報発信を行ったため。 

今後の方向性 継続 

（具体的な内容） 
SNS だけでなく、ポスター掲出や雑誌等への掲出等あらゆる方法を使いながら、シテ
ィプロモーションを推進するとともに、若い世代が活用している TikTok 等の新たな
SNS の活用についても検討していく。 

 

想定される取組 

その他の取組 

◆イベントや SNS 等を活用した町内外への魅力の発信 
◆オンライン関係人口の創出・拡大 

担当課 

観光産業課 

取組状況 
観光 Instagram による「へぐり時代祭り出店者紹介」、「町内飲食店紹介」を企画・実施した。
更にストーリーズにイベント情報等を投稿し、関係人口の創出・拡大に努めた。 
また、観光パンフレットの改定及び英語版の制作をした。 

課題（問題点） 

観光 Instagram のフォロワーを更に獲得していくため、魅力的な情報発信に努める必要があり、そ
のために投稿頻度を維持できるよう、持続可能な運用方法を検討する必要がある。 
「へぐり時代まつり」については、実行委員を構成する団体の縮小等で担い手が減少しているため、
後継確保が課題である。 

施策の評価 概ね順調 
（左記評価の理由） 
Instagram での情報発信を継続して取り組んでおり、フォロワー数も順調に増加し
ているため。 

今後の方向性 継続 
（具体的な内容） 
Instagram への継続的な発信により、フォロワーを増やし効果的な運用を目指
す。 
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第6次総合計画の
位置づけ 

施策分類 施策名 

1  
住みたい・住み続けたいまちに 
なるための施策 

c-1 
緑豊かな自然を守り、育て、繋ぐ取組の推進 

環境保全 
 

施策の展開方向 ①里山づくりの取組による自然に包まれたまちづくりの推進 

 

想定される取組 

その他の取組 

◇整備団体への補助金の交付 
◇木材・竹材破砕機の貸出 
◇金剛生駒紀泉国定公園等の自然環境の保全 

担当課 

観光産業課 

取組状況 
里山整備団体（友遊クラブ）に対し、活動に対する補助金の交付や木材・竹材破砕機の貸出
を行い、竹林整備を支援した。（鳴川地区にて 0.23ha の竹林整備を実施） 

課題（問題点） 
里山整備団体構成員の高齢化が進んでおり、今後の事業の継続が懸念される。また、新たな里
山整備団体の確立が必要である。 
森林整備計画策定により効率的な森林整備活動を行う必要がある。 

施策の評価 概ね順調 
（左記評価の理由） 
補助金の交付や木材・竹材破砕機の貸出等、既存団体への支援は実施できてい
るため。 

今後の方向性 継続 
（具体的な内容） 
引き続き、団体への活動に対する支援を行うとともに、新たな団体の確立を目指
す。森林整備計画の策定に向けた検討を行う。 
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施策の展開方向 ②環境美化の推進 

 

想定される取組 

その他の取組 

◇地域団体への活動支援 ◇環境美化意識の普及啓発活動の実施 
◇「平群町ポイ捨て等の防止条例」の周知・啓発 
◆不法投棄防止用の防犯カメラの設置の推進 
◇県TNR 事業への申請と町単独事業（地域の環境対策費補助金交付）の実施 

担当課 

住民生活課 

取組状況 

不法投棄防止対策として、毎年山間部の重点箇所に防犯カメラを設置している。 
新設箇所：R5 信貴畑地区 1 台 
県 TNR 事業による申請と町単独事業の補助金交付の双方より町内の地域猫の減少を目指す
取組みを実施した。 
実施場所：R5 椿井地区 
クリーアップ活動を通じて、住民と共に環境美化に努めている。 

課題（問題点） 
不法投棄の防止に向けた PR は積極的に行っており、件数は減少しているが、回収後の処分が進
んでいない。 
平群町ポイ捨て等の防止条例を制定したが、ポイ捨て等は減っていない。 

施策の評価 概ね順調 
（左記評価の理由） 
防犯カメラの設置を進め、不法投棄の件数が減少しているため。 
また、TNR 事業については、概ね計画通りに実施できているため。 

今後の方向性 継続 

（具体的な内容） 
不法投棄防止の防犯カメラは、不法投棄の多い場所より優先順位を持って毎年
設置を行っていく。 
TNR 事業は、自治会等の協力をいただきながら地域猫ゼロの町を目指す。 
ポイ捨て等の防止条例を広報や看板設置等で周知していく。 
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第6次総合計画の

位置づけ 

施策分類 施策名 

1  
住みたい・住み続けたいまちに 
なるための施策 

c-2 持続的で安定した農業経営に向けた取組の 
推進 農業 

 

施策の展開方向 ①農産物のブランド力向上及び高収益作物の推進による農家の経営支援 

 

想定される取組 

その他の取組 

◇平群ブランドの啓発 ◇道の駅と連携したイベント等の開催 
◇町内産高収益作物の認知度向上のための情報発信 
◆産学官連携の促進（近畿大学との連携協定等） 
◆町内産高収益作物の食品産業との連携強化 

担当課 

観光産業課 

取組状況 

平群ブランドのポスターを道の駅等で掲示し、PR を行っている。 
また、大立山祭りや信貴山寅まつり等イベントに PR ブースの出店をした際に平群ブランドに認定し
ている古都華やバラの PR、販売を行った。 
近大農学部と連携した原生エノキ・ヒラタケの栽培研究について、協力農家による生産体制を構築
した。 

課題（問題点） 
平群ブランドに認定しているものの中でも、イベントの開催時期や農産物が収穫できるタイミング等
の影響で啓発に差がある。 

施策の評価 概ね順調 
（左記評価の理由） 
平群ブランドに認定している農産物をイベント等で PR、販売できたため。 

今後の方向性 継続 
（具体的な内容） 
引き続きイベント等での PR、販売を実施し、平群ブランド認定品や高収益作物の
知名度向上に努める。 
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施策の展開方向 ②営農体制強化への支援 

 

想定される取組 

その他の取組 

◇新規就農者への支援 ◆スマート農業に係る交付金等の情報発信 
◇新規営農システムの構築 ◇担い手の確保と集落営農の組織化 
◇休耕地や遊休農地への景観作物の植栽の検討 
◇広域連携による有害鳥獣駆除事業の推進 

担当課 

観光産業課 

取組状況 

新規就農者 1 名の認定及び既存認定新規就農者への補助金の交付を行った。上庄・梨本地
区特定農業振興ゾーンでのイチゴ施設整備に向けたスマート農業の導入について県・町・地元との
検討を行った。 
生駒市・平群町・三郷町等で構成する信貴生駒山系鳥獣被害防止対策協議会において、有害
鳥獣の生息についての情報交換や、捕獲機材の購入を行い、有害鳥獣駆除に努めた。 

課題（問題点） 
スマート農業の具体的な活用方法と生産者への理解を得るための取り組みが必要である。 
猟友会員の高齢化に伴う新たな人材の確保に向けた取組みを検討する必要がある。 

施策の評価 概ね順調 
（左記評価の理由） 
遊休農地の解消に関しては進んでいないが、新規就農者の確保、スマート農業導
入に向けた検討が進められているため。 

今後の方向性 継続 

（具体的な内容） 
引き続き新規就農者の確保及び支援を行う。また、イチゴ施設でのスマート農業導
入を行い、営農システムの構築を図る。有害鳥獣対策についても引き続き近隣市
町と連携し実施する。 
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第 6 次総合計画
の位置づけ 

施策分類 施策名 

1  
住みたい・住み続けたいまちに 
なるための施策 

c-3 豊かな歴史資源や特産品を活かした観光 
振興の推進 観光 

 

施策の展開方向 ①歴史的観光拠点づくりの推進 

 

想定される取組 

その他の取組 

◇観光拠点付近のインフラ整備の促進  
◇観光資源としての文化財の活用 
◆観光拠点における ICT 化の整備、デジタルを活用した情報発信 

担当課 

観光産業課 

取組状況 
道標の塗装等観光インフラの整備を行った。 
また、４年ぶりとなる「へぐり時代祭り」を開催し、町の歴史や観光資源の PR を行った。（イベント
参加者 10,000 人、模擬店出展者 89 店） 

課題（問題点） 
観光インフラの整備のための予算措置に向けて、国や県の補助金等の活用を検討する必要がある。 
また文化財としての保存と観光としての活用を両立させていく必要がある。 

施策の評価 概ね順調 
（左記評価の理由） 
「へぐり時代祭り」を通じて、多くの人に観光資源等を PR することができたため。 

今後の方向性 継続 
（具体的な内容） 
「へぐり時代祭り」を継続して実施し、信貴山や千光寺等を中心とした、誘客施策
に取り組む。 
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施策の展開方向 ②自然資源や特産品を活用した観光の推進 

 

想定される取組 

その他の取組 

◇SNS 等を活用した旬な魅力の発信 ◇景観の適切な整備の推進 
◇観光サービス・地域特産品の開発支援 
◇景観を活かしたフォトコンテスト等の開催 
◆観光アプリの活用 

担当課 

観光産業課 

取組状況 

観光 HP 及び Instagram による定期的な情報発信やフォトコンテストを実施し、関係人口の創
出に努めた。 
また椿井城の景観維持のため、樹木の伐採を実施した。 
町内飲食店による古都華スイーツの開発支援を企画・実施して地域の特産品の開発支援に取り
組んだ。 

課題（問題点） 
観光 HP 及び Instagram を効果的に活用し、ブドウやバラの認知度向上に取り組む必要がある。 
また地域特産品の開発支援についても一過性に終わらせず、継続的に展開する必要がある。 

施策の評価 概ね順調 
（左記評価の理由） 
飲食店向けのスイーツ開発支援や Instagram によるフォトコンテスト等の新たな取
組を始める等、一定の取組が実施できた。 

今後の方向性 継続 
（具体的な内容） 
特産品開発やフォトコンテスト等を継続的に取り組む。 
ブドウ・バラの認知度向上施策に取り組む。 
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施策の展開方向 ③道の駅や観光ボランティアガイドとの連携強化 

 

想定される取組 

その他の取組 

◇観光ボランティアガイドの活動支援 
◇道の駅と連携した観光イベント等の開催 

担当課 

観光産業課 

取組状況 
観光ボランティアガイドの会が企画したイベント等の広報・受付等を支援した。 
また道の駅と連携し、東京ビックサイトで開催された「よい仕事おこしフェア」にブースを出店し、信貴
山観光 PR および物産の販売を行った。 

課題（問題点） 
「観光ボランティアガイドの会」と年間行事等の情報を定期的に共有し、相互連携を密に図る必要
がある。 

施策の評価 概ね順調 
（左記評価の理由） 
道の駅等と連携した取り組みが実施できたため。 

今後の方向性 継続 
（具体的な内容） 
観光ボランティアガイドの会との連携を継続して行う。 
また、道の駅とも引き続きイベント等で連携を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



26 

 

 
 
 
 
 
 
 

施策の展開方向 ④広域連携・企業連携による観光資源の発掘と活用 

 

想定される取組 

その他の取組 

◇WESTNARA の取組強化 
◇お城フェス等の観光イベントへの参加 
◇信貴山城址の整備・PR 

担当課 

観光産業課 

取組状況 

WESTNARA 主導による北海道プロモーション、オリジナル御朱印帳の開発、信貴山謎解きキット
の販売を実施した。 
奈良県コンベンションセンターで開催された「お城再発見！2023」に出展し、信貴山城址と椿井
城の PR を行った。 
また信貴山城址保全研究会による清掃整備活動を継続して支援している。 

課題（問題点） イベントへの参加による費用対効果を見極める必要がある。 

施策の評価 概ね順調 
（左記評価の理由） 
イベント参加による PR 活動が実施できたことや WESTNARA を中心として、広域
連携による観光プロモーションについて一定の取り組みが実施できたため。 

今後の方向性 継続 
（具体的な内容） 
広域連携による WESTNARA エリアの周遊促進を強化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


